
Fig. 2 Ionic radius dependence of c-axis length 

and Tc for RE123 prepared at 700ºC 
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溶融水酸化物法を用いた REBa2Cu3O7-δの合成と生成温度領域の検証 
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【背景】 これまで我々は、溶融水酸化物法を

用いることで、低酸素分圧下・700ºCにおいて、

REBa2Cu3O7-δ (RE123, RE=Sm, Gd, Y, Ho, Yb)が

合成可能であることを報告してきた[1]。しかし、

700ºCより低い温度や、すべての希土類につい

て、RE123 が合成可能であるかについてはわか

っていない。 

 本研究では、同様の作製手法を用いて、より

低温での合成が可能か検証すること、また、す

べての希土類において、RE123 が作製可能であ

るか確認することを目的とし、得られた試料の

相の同定、及び Tcの評価を行った。 

【実験方法】  出発原料として希土類酸化物

(RE=La, Ce, Pr, Nd, Sm, Eu, Gd, Dy, Ho, Er, Tm, 

Yb), BaCO3, CuO を使用し、そのモル比が

RE:Ba:Cu=1:2:3 となるように秤量し、メノウの

乳鉢で均一に混合した。混合した原料と、同じ

質量の KOHをアルミナるつぼに入れ、窒素気

流中において 500~700ºC でそれぞれ 12 時間加

熱処理を施した。熱処理後は炉から取り出して

大気中で急冷し、メタノールを用いて KOH、

及びその反応生成物である K2CO3 を除去し乾

燥させた。得られた試料は、より高 Tc になる

よう酸素アニールを施した後、X線回折により

相の同定を、超電導量子干渉素子(SQUID)によ

り Tcの評価を行った。 

【実験結果及び考察】 図 1 は作製時の温度を

変化させたYb123試料のXRD 2θ-θパターンで

ある。500ºCという低い作製温度でも Yb123 相

が得られ、RE=La, Nd, Sm, Eu, Yb, Y について

も RE123 が得られた。また 700ºCでは Ce を除

く希土類において RE123 が合成できた。 

 図 2は 700ºCで合成できたRE123の c軸長、

Tcの RE イオン半径依存性である(Pr は c 軸長

のみ記載)。Tarascon らの報告と同様に、c 軸長、

TcがREのイオン半径と共に増加していること

が分かる。また、RE=Yb~Dy の RE123 におけ

る c 軸長と Tcは、Tarascon らの値[2]と近いこと

が分かる。このことから低酸素分圧下で溶融水

酸化物法を用いることで、ほぼすべての希土類

で RE123 相を合成でき、その Tcはこれまで報

告されてきた RE123 と遜色ないことがわかっ

た。 
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Fig. 1 XRD 2- patterns of Yb123 samples 
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